
スプレーギクの作業軽便化装置開発による
短茎・高回転生産技術

１ 中核機関・研究総括者

愛知県農業総合試験場

西尾 讓一

２ 研究期間

2003～ 2005年 度（３年間）

３ 研究目的

国 際 的 価 格 競 争 に 苦 し む ス プ レ ー ギ ク の 先 進 農 家 が 経 営 強 化 の た め

、 、取り組み始めた切り花の短茎化を基に 生育・開花の斉一性向上技術

短 茎 ・ 高 回 転 作 付 技 術 と 、 灌 水 施 肥 機 能 を 付 加 し た 自 走 式 薬 散 装 置 、

切 り花 等 搬送 装置及 びネ ット 操作の 簡 素化技 術を 開発 し、通 路幅 を 30

％ 狭 め 、ベッ ド幅 を 20％ 広 げ て施設利用率を 70％ に 高 め、年５作、 10

ａ 当たり 25万 本生産を可能とする生産技術を確立する。

４ 研究内容及び実施体制

① 短茎・高回転生産技術の開発（愛知県農総試、藤目農園）

同 一 温室 内 の 作 付 け に 適 し た 生 育 特性 から 見 た 品 種 分 類 、 生 育 揃

い斉 一 化及 び 草 丈 70c m確 保 の た めの 育苗 、温 度管理 法 を開発 する 。

② 水 ・ 肥料 の 効 率 的 利 用 の た め の 株 元灌 水・ 施 肥 技 術 の 開 発 （ 愛 知

県農総試 （株）大仙）、

自 走 式 薬 散 機 に 株 元 灌 水 ・ 施 肥 機 能 を 付 加 改 良 し 、 株 元 に 吸 収 特

性 に 対 応 し た 施 肥 と 噴 霧 散 水 に よ る 最 小 限 の 灌 水 を 行 う 方 法 を 開 発

し 、 通 路 の 狭 幅 化 と 環 境 保 全 に 対 応 し た 灌 水 施 肥 技 術 を 確 立 す る 。

③ ネット管理作業の軽便化法の開発（ 株）大仙、愛知県農総試）（

ナ イ ロ ン ネ ッ ト 両 サ イ ド の ひ も を ワ イ ヤ ー に し 、 張 力 を 高 め て 途

中 の 支 柱 数 を 減 ら し て ネ ッ ト 上 げ 作 業 の 簡 素 化 装 置 及 び 管 理 法 を 開

発する。

④ 切 り 花 等 の 搬 送 装 置 の 開 発 （ 株 ） 大 仙 、 愛 知 県 農 総 試 、 藤 目（

農園）

切 り 花を 抱 え て 運 び 出 す 作 業 の 代 替に 、モ ノ レ ー ル 方 式 の 自 走 式

搬送装置を開発し、通路幅 30cmを 実現する。

⑤ 広 幅 ベッ ド 、 通 路 狭 化 に よ る 短 茎 ・高 回転 多 収 技 術 の 実 用 的 評 価

（愛知県農総試 （株）大仙、藤目農園）、

灌 水 ・施 肥 機 能 を 付 加 し た 薬 散 機 、ネ ット 管 理 軽 便 化 装 置 、 搬 送

装置 を 利用 し 、 広 幅 ベ ッ ド 、 通 路 狭 化に より 使用 率を 70％ 程 度 に 高

めた 65cm切 り花の年５作生産の実用性評価を行う。

５ 目標とする成果

通 路 を 狭 く し 施 設 利用 率 を 15～ 20ポ イ ン ト 高 め 、 65c m切 り 花 の年 ５

作生産技術が確立され、１年に 10a当 たり 25万 本の切り花生産が可能に

な る 。 相 対 的 コ ス ト 低 下 の 実 現 に よ り 、 ア ジ ア 諸 国 か ら の 輸 入 に 耐 え

られる産地体質の育成が期待される。


